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自作教具の活用事例 

【作品名】 

かん字ビンゴゲーム 

 

【学校名】 

日立市立助川小学校 

【活用できる領域・教科等】 

構音指導（発音練習） 

 

【制作者名】 

桑原 路子 

【制作の意図】 

１年生が漢字を学習し始めたとき、漢字に興味 

をもって読んだり書いたりする姿を見て、前任の

先生が作成していた漢字ビンゴゲームを元に、漢

字を変えて作成した。 

【使用方法】 

白抜きの紙に漢字を書いて、教師と交代で漢字

スティックを抜き取り、出てきた漢字に印を付け

ていく。一定時間内でたくさんビンゴできた方が

勝ちとなる。 

【制作上の工夫】 

・漢字スティックは取り出しやすいように、箱に

入れる。 

・ビンゴカードを書くとき、同じ漢字がないよう 

に、スティックを見て、一文字ずつ確認しなが

ら書くようにする。 

【見取り図】 

かん字ビンゴゲーム１ かん字ビンゴゲーム２ 
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【写真】 

 

 

 

 

 

 

      

  

 

 

       

 

              

 

【使用効果と応用発展】 

・スティックを取り出すとき、どの漢字が出てく

るかわくわくしながら取り組むことができた。 

・漢字を書くだけでなく、習った読み方を発音し

たり、漢字を使用した文を作ったりして、語彙

を増やすことができる。 

・３学期に習う漢字でも取り組みたい。 

・１年生だけでなく、漢字を変えれば他の学年で

も活用することができる。 

【材料・材質・部品等】 

漢字を書いたスティック（わりばし） 

 箱 

  かん字ビンゴシート 

 かん字ビンゴシート（白抜き） 

 

かん字ビンゴゲーム 

１年  名前

な ま え

 （       ）③ 

草 玉 石 生 糸 

正 王 雨 足 貝 

空 竹 森 林 虫 

町 足 男 村 年 

左 女 子 早 右 

※たて、よこ、ななめがそろったらビンゴです。 

 


